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この 1年を振り返って 

副理事長  宮脇 貞夫 

 
    

 平成１９年度も残りわずかとなりました。 ３月までに来年度の計画をまとめ、決算、総会に向けての事務作業、そして大き

な助成金が交付されたので事業報告と自己評価の作成があります。 
 さて、ＮＰＯ法人活きるの平成１９年度は、実質活動開始３年目の年でした。 設立当初の目標にしたがって、１年目はＮ
ＰＯ法人活きるが身体障害者の支援団体であることを地域の人たちに知ってもらうためにイベント開催を中心に行ってきま
した。 ２年目は引きこもりがちな身体障害者はもちろん他の障害者や高齢者の社会参加が容易にできるように、外出支援
のための福祉移送サービスを立ち上げました。 そして３年目にあたる平成１９年度は、三ヶ年計画の最終目標である就労
支援に力をいれ、新たな事業を立ち上げました。 
 
１．有償福祉移送サービス 

 これは、昨年度スタートしたのですが、事務所運営にできるだけＮＰＯ法人活きるの当事者メンバーに関わってもらえる
ように、運営システムをパソコンを使って自動化、簡略化しました。それによって障害があっても、作業ができるようになり
ました。また、このサービスを使って安価で障害者が家族に頼らずに通勤や外出、レクリエーション参加が可能になりまし
た。 活きるボランティアの優しい対応は利用者に大変喜ばれ日常の足として重宝されています。しかし運営資金が不足
していて継続させることが困難な状態です。そこで、昨年末に取手市に財政支援を求めるために署名運動をし、約１６００
人もの協力があり、市に署名を添えて要望書を提出しました。 取手市長および関係各所の英断を期待しています。 
２．笠間焼ＵＤ食器の普及・販売 

 笠間にある茨城県工業技術センター・窯業指導所「匠工房・笠間」のユニバーサルデザインの食器を研究するグルー
プＫＤＳ（ＫａｓａｍａＤeｓｉｇｎＳｐｉｒｉｔs）に参加し、障害者支援団体の立場で、商品開発やモニターに協力し、そして作品を
提供してもらって販売をさせてもらうことにしました。 販売に当たっては障害者が関われる部分も多く特にインターネット
で販売サイトを立ち上げて、そのＷＥＢ管理には重要な役割を担うことになります。（ネットショップはＮＰＯ法人活きるのホ
ームページにリンクされています） 
３．印刷事業 

 今年度の大きな助成金から印刷事業に強力な設備投資ができました。 印刷機や最新パソコン、ソフト、コピー機など
が充実し簡易印刷事業を展開できる準備が整いました。印刷作業もパソコンを利用する作業が多く、障害者の参加が容
易です。 
４．冷凍水産品の販売 

 最後に立ち上げたのが、冷凍水産品の販売です。 福祉に理解のある鴨川の水産業者さんから月に１回予約を受けた
商品を仕入れて、店頭販売、配達販売を始めました。店舗は会員さんが所有する新取手の家屋を無償で提供していた
だき、そこに助成金で購入した大型冷凍庫を設置し、毎月第４金曜日に販売を始めました。まだ、試験運用中で来年度
から移送サービス利用者を中心に買い物に行けない方を対象に配達販売を本格的に開始します。 

以上の４種類の事業を展開しましたが、今のところ収益を上げるには至っていません。 来年度の目標はこれらの事業の充
実を図り完成させ、自分にあった職種を選択してどんな障害を持った方でも働ける環境整備をしていくつもりです。 
 
 また、平成１９年度は国や地方の福祉行政が大きく変わり、本来障害者を守るべき制度が苦しめる制度に変わった年で
す。 障害者制度については従来の措置制度から障害者支援費制度、そして障害者自立支援法に変わって、障害者家
庭の負担が増え、以前受けられていたサービスが利用できなくなったり、利用者に選択・決定権があるのですが制度が複
雑になり理解が難しくなったことでかえって利用しづらくなりました。 また、介護保険も同様で毎年悪い方向に変わってい
ます。 サービス提供者は行政と利用者の板ばさみになり、運営から撤退する所も少なくありません。最も大きな影響を受
けるのは当然利用者なので、地方行政は独自にニーズに応える努力が必要であり、そして、障害者は自分たちで生活を
守る構えが必要になっています。 ＮＰＯ法人活きるは取手の障害者支援団体で構成している障害者協働支援ネットワー
クと一緒になって取手市が障害者にやさしい町になるよう、これからもがんばっていきます。 
 この３年間、目標に向かって突っ走ってきた感があります。 来年度は立ち上げた事業を完成させるとともに本来の目標
である楽しい活動を心がけて、障害者が住みよい町の基盤つくりとＮＰＯ法人活きるの発展を目指します。 

 



 

 

 

 ＮＰＯ法人活きるの重要な活動のひとつが就労支援事業です。障害者であるが故に就労の機会が断た

れている現状の中で、自分たちの力で自分たちの生活を守る必要性があります。そんな中で障害者の就

労支援を積極的に行うために、独立行政法人福祉医療機構に助成金を申請したところ、運良くＮＰＯ法

人活きるの事業計画が評価され助成金が交付されることになりました。 

それも１９０万円という大金です。貧乏ＮＰＯにとって夢の様な金額です。 

 その助成金で必要な備品を購入し、計画している事業の基盤を１年で築

くことにしました。おかげさまで、平成１９年の年末には計画した事業が

全て立ち上げられ、本格始動に向けて準備が整いました。 

 印刷事業には、最新ノートパソコンとソフト、そして印刷機を購入し、

ポスターやチラシなどの大量印刷が可能になりました。担当の副理事長の

鈴木は印刷やデザインの経験があるのに今まで就労の機会に恵まれなかっ

たのですが、設備が充実したことでＮＰＯ法人活きるでその技術を生かし

て就労できる環境が整いました。 

 次に、障害があっても従事でき女性でも働ける場として、笠間焼

のＵＤ食器と冷凍水産品の販売を手がけました。そのために助成金

で展示棚、大型冷蔵庫、業務用冷凍庫、その他販売に必要な多くの

備品を購入しました。そして、会員さんの持ち家を提供していただ

き、そこで販売を始めたのです。

場所は新取手のドラッグストア

セイムスさんの前でとてもよい 

場所です。みんな初めての経験なのでまずは手探り状態で始めまし 

た。基本的には予約販売で毎月第４金曜日に予約をいただいた品物を

お渡ししますが、毎週金曜日の午後に開店し、在庫の販売もします。

４月にはお買い物に行けない高齢者や障害者の方に配達販売の本格

運用を目指し準備中です。笠間焼を提供してくださるのは茨城県工業技術センター・窯業指導所のＵＤ

研究グループです。そして、水産品は福祉に積極的な鴨川の「丸伊」

という業者さんで新鮮でとても美味しく、そして安い！ ぜひ、ご賞

味いただきたいと思います。また、その販売所は集いの場としても活

用して、お茶会や陶芸教室、手芸教室なども開きたいと考えています。 

 お近くにお越しの際は、ちょっと立ち寄ってお茶でも飲んでいって

くださればうれしいです。詳細はＮＰＯ法人活きるのホームページを

ご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇◇◇◇◇◇新規事業新規事業新規事業新規事業についてについてについてについて◇◇◇◇◇◇    

 



◇◆◇映画鑑賞◇◆◇ 平成１９年６月２４日 
梅雨空のうっとうしい時期、どうしても外出が億劫になります。そんな中、

少しでも気分がスカーッとするような映画を見ようと企画しました。たまたま

宮脇が最近購入したモトクロスを題材にしたＤＶＤがあったので、理事長の染

野、副理事長の宮脇、会員の河口、新木が中心になり、大画面でその映画を見

ることにしたのです。福祉系の団体が主催する映画は重い内容のものが多いの

ですが、たまにはウチのように楽しむことだけを目的に、あまり考えることが

なく気楽に単純にカッコエ〜映画をやるのも良いんじゃないかと思いました。 

その映画の内容は、恵まれない環境でモトクロスのチャンピオンを目指す兄弟が主役で、いろんな経験を経て、

兄弟が力をあわせて夢を叶えるというものです。あまりにも、マニアックな映画なので来場者は２０人足らずでし

た。でも、映画が始まるとみんなその迫力につばを飲み込み、映像と内容に引き込まれていったように見えました。 

終わったあとは、すぐに解散にならず、それぞれ映画の感想を話し合い、初めてモトクロスに接した女性は私も

やりたいと感激していました。特に、今回ぜひ来てもらいたかった「かずくん」はすごく喜んでくれて、この鑑賞

会を開いた大きな成果になりました。  （宮脇貞夫）  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

◇◆◇リハビリリハビリリハビリリハビリスポーツ◇◆◇ 
 
ＮＰＯ法人活きるのイベントであるリハビリスポーツが８月５日（日）、１１月２５日(日)、２００８年１月２７日（日）

に開催されました。毎回、多くの方々に参加していただきました。８月５日のリハビリスポーツは普段、お世話になって

いるＰＴ、ＯＴの方々に少しでも楽しく過ごしていただこうと、午前中はいつも通り、車椅子スラロームや風船バレーを

行い、午後は場所を変えて、バーベキューとスイカ割りをしました。いろいろな食材が集まり、特に肉は、みんなの満足

そうな笑顔がたくさん見られました。スイカ割りでは、離れた場所からタオルなどで目隠しをし、スイカへ目掛けて１直

線。竹刀がなかなかスイカにあたらずハラハラ、ドキドキ。あたると皆、自分が割ったかのように喜び、割れたスイカを

おいしそうに笑顔でほおばっていました。今回の感想は、皆に楽しんでもらえたような気がします。 

１１月２５日（日）の第１２回は市役所議会棟裏の体育館で開催されました。今回は前回とはちょっと違い、個人戦で

はなく、２チームに分けて行いました。今までとは違った表情で楽しい中にも真剣な表情で取り組んでいました。競技内

容は、車椅子スラロームや、吹き矢、風船バレーなどをやりました 。勝負はついたものの最後には、お互いにたたえ合い、

またチーム戦により、個人のやる気とチームの団結力が生まれ、チーム戦も良いものだと感じました。 

 １月２７日(日)に福祉交流センターで第１３回のリハビリスポーツが開催されました。前回同様チーム戦で行いました。

毎回恒例な競技に加え、今回は福笑いなどお正月にちなんだ競技も行いました。風船バレーは羽つきルールで風船を床に

落としたら墨を塗られるルールでした。皆、墨を塗られないようにと真剣な表情で取り組んでいたのが印象的でした。 

   勝山記 

 

   



 

 

 

 

 

 

◇◇◇取手市健康福祉まつり◇◇◇ 平成 19年 12月 1日（土） 

取手市では健康増進を目的に毎年健康福祉祭りというイベントを開催しています。ＮＰＯ法人活きるも

設立以来、毎年参加して活動のＰＲをしています。 

 今年も、今、力を入れている笠間焼のユニバーサルデザイン食器 

を地域の方に紹介しました。普段、なかなか手にすることが無い 

介護食器を、実際に触って使い心地を試し、笠間焼の芸術性を見て、 

ＫＤＳの作品のよさを感じてもらいました。 

さて、今年のお祭りは快晴で、この時期にして

はポカポカ陽気の小春日和になりました。用意し

た笠間焼をならべ、そしてＮＰＯ法人活きるの会

員さんが焼いた食器も同時に陳列しました。その

横ではみんなで持ち寄った不用品のバザーコー

ナーも準備しました。のんびりと活動の紹介、Ｐ

Ｒができました。来られる方は、だいたい健康や

福祉に関心のある方で、私たちの活動を知っても

らうとてもいい機会でした。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

◇◆◇ネットワーク２００７◇◆◇ 平成 19年 11月 17日（土） 

 ネットワークフェアとは取手市が毎年開催しているもので、行政と市

民が協力して開催することでネットワークを築こうというものです。取

手市で活動する団体 や公共事業者、一般市民が模擬店や手作り野菜、

活動の紹介、フリーマーケットなどを催します。今年もＮＰＯ法人活き

るは笠間焼のユニバーサルデザインの紹介･販売とバザーを出店しまし

た。車椅子の参加者を迎えに行き、車椅子の会員４名を含めて勢ぞろい

です。 

 会場には色々なアトラクションがあってとてもにぎやかで楽し

いです。会場に来られる方は超安値の野菜やバザー、フリーマー

ケットで売っている５０円、１００円の出物が目的の方がほとん

どで、ＮＰＯ法人活きるで販売している笠間焼はそれらの人たち

にとってかなり高価な品物に見えたことでしょう。予想通り、バ

ザーの方は開店と同時に人だかりができました。笠間焼のほうは

寂しい・・・。毎年、このイベントはのんびりとした感じで進行

し、多くの人と交流でき、また、市民の方に「活きる」の活動を

紹介できるとてもいい機会だと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◆◇ねんりんピック第 20回大会 in茨城◇◆◇ 平成 19年 11月 11日（日） 

 「ねんりんピック」は，６０才以上の高齢者を中心とした健康と福祉の総合的な祭

典であり、昭和６３年に第１回大会が兵庫県で開催されました。平成１９年、節目 

となる第２０回大会は茨城県で開催され、取手では１１月１１日（日）に太極拳の大

会が開催されました。我がＮＰＯ法人活きるも、茨城県の地場産業の紹介というこ

とで、事業展開している笠間焼のユニバーサルデザイン食器を展示販売すること

になりました。 

                早速、自分たちに割り当てられたテ

ントに荷物を降ろし、みんなで笠間焼と最近販売を始めたノニジュース

を並べ、店舗設営に入りました。全国大会なので沢山の方が全国から集

まり、お土産に笠間焼を買ってもらうとてもいい機会です。しっかりと

目立つようにディスプレイしカンバンやのぼりも設置しました。活きる

のメンバーで大会に参加された方が居て、その方の出番には店番の方を

除いてみんなで応援に行ました。太極拳を生で見るのは初めてで、ゆっ

くりとした動きの中、かなりハードな筋トレのように感じました。音楽

にあわせ優雅な動きは見ていてもなかなかのものでした。 

「活きる」のブースにも多くのお客さんが訪れ、あまり直に見る機会の少ないユニバーサルデザインの食器を

手にとって、使い心地を試していました。 おかげさまで、かなりの品が売れ、活動費の足しになり、ユニバ

ーサルデザイン食器の普及にも役立ったと思います。大会運営に携わった多くの市職員の方やボランティアの

方は本当に大変だったと思います。 ＮＰＯ法人活きるのメンバーも寒い中がんばりました。 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

▲△▲あぴーるウォーク▲△▲ 平成 19年 12月 8日（土） 
毎年１２月３日から１２月９日までの１週間を障害者週間とし、ここ取手では

毎年社会福祉協議会主催の障害者の作品や技能を披露する「とっておきの芸術祭」

が開催されています。今年は、新たに障害者協働支援ネットワーク主催で活動３

年目の記念と障害者週間に合わせて「アピールウォーク」というものが行われま

した。「アピールウォーク」とは、取手市役所内の福祉交流センターの会場から取

手駅まで参加者が徒歩で行進して、地域の人に「障害を持った人が地域で生活し

ているんだぞ！」「障害にもっと興味を持って理解して下さい！」を訴えたり、こ

の町の道路のバリアフリー状況を経験しまた。その後、福祉交流センターに戻り

芋煮会で腹を満たし、「とっておきの芸術祭」のセレモニーに参加します。参加者

は障害当事者、その家族とボランティア、高校生ボランティアの６０名あまりに

なり、かなり大規模なものになりました。そして他に芋煮会の準備やバザー、送

迎車の運転に１０名のボランティアさんが協力してくれます。  
まず、車椅子の人が中心の身体障害者団体のＮＰＯ法人活きるが先頭を切りまし 

た。車椅子の方は電動車椅子が３名、手動の自走が１名、介助が１名です。障害をアピールするのは車椅子が一

番目立ちます。その上に、各自が少しでも目立つような工夫をしています。その後を他の知的や精神の団体が続

きました。行列の長さは５０ｍくらいになるでしょうか。市役所を出てすぐに上り坂になり、その上狭くて凸凹

の歩道になります。車椅子での移動はかなり大変です。そして、国道を渡りました。歩ける人は歩道橋を使い、

車椅子の人は横断歩道のないところを横断することになりました。Ｃ社取手工場の前を過ぎ、白山商店街に入り

ました。のんびりと行進し、すれ違う人に挨拶をしながら、チラシを配りました。歩いていると汗ばむほどで、

とても気持ちが良いです。商店街なのですが、人通りが少なく、ちょっとアピール度が低いかもしれません。Ｎ

ＰＯ法人活きるも広報を配って活動の理解を求めました。商店街を通り過ぎ国道６号線に出て、取手駅西口に到

着！ 約３ｋｍの行程を約１時間半かかり、全員完走しました。 
この「アピールウォーク」はこの地域では３障害が一緒になっての活動は初め

ての試みで、お互いの理解を深められたと思います。それと同時に地域の人にも 
それなりにアピールができ、そして思った以上に多くの参加者、ボランティアさ

んが参加してくれて、のんびりと楽しく、有意義なイベントになったと思います。 
ご協力いただいた方々、そして高校生ボランティアの方々には本当にお疲れ様

でした。来年が楽しみです。 
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 クリスマスコンサート 
去年暮れ１２月２２日、交流センター内多目的ホールにて毎年恒例になりつつある「クリスマスコンサート」が開催されました。出

演していただいた２グループについては別項で紹介されているのでここでは省きますが、普段、お目にかかれないお琴の音色に聞きほ

れました。特に現代の曲目をアレンジしたアンサンブルに思わず身体がスイング。次はオカリナ。これもアンサンブルにするとこんな

にもいい音が出るものかと思いました。幼い頃口ずさんだ曲を会場全員で唄うのもいいものですね。活きるも今年後半は目の回るよう

な忙しさでしたが、一時の息抜きになったのでは、と思っています。 

●琴演奏：「箏さらりん」～時空を超えて奏でる ポップな琴の音色～従来の筝(こと)のイメージにとらわれず、独自の新しいスタ

イルで誰にでも気軽に楽しんでもらえる邦楽を目指しています。演奏曲は筝曲、童謡、ポップス、ラテン、クラシックなどあら

ゆるジャンルの音楽を演奏しています。 

●オカリナ演奏：「風の音(ね)」つくばみらい市を中心に活動している主婦グループ。美しいアンサンブルで魅了してくれます。

オカリナをバックにおもしろい語りも。今回はおならネタで大いに笑わせてもらいました。（染野記） 

 

お正月気分が抜け切らない１月６日午後１：００予選が始まった。 

昨年まではタイムで競ったが、今回からは予選方式で上位３者を決め、決勝戦を行うことにし

た。今回は、昨年暮れに「茨城よみうりタウンねっと」に「活きるＧＰ」の記事が掲載され、読ん

だ親子さんが参加した。一周約５０ｍを２周で競われた予選、敗者復活戦など今までにな

いレースの醍醐味感を味わったこととおもう。レースは、ベテランドライバーは次々と脱落し、終

始若手がレースを引っ張る形で決勝戦（５週）となった。若手３人が勝ち残り、３台がスタ

ートラインに並んだ。スタートの合図を送る手にも緊張が走る。スタートをうまく切りぬけた N くん

が安定した走りで、１位でゴールした。１位には賞品としてラジコンの「ピックアップトラック」を渡され

た。２位と３位には茨城ヤナセより記念品が。次回は、６月ごろに開催予定。 

 最後に、「活きるＧＰ」を開催するにあたって、ご協力いただいた方々には厚く御礼申し上

げます。（鈴木 記） 
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去る 1 月１３日、取手駅ビル内にある「つきじ 植むら」において、

活きる新年会が開かれました。当日は風の強い寒い日でしたが、２８

名の皆さんが出席されました。簡単な挨拶の後、まずは乾杯。続いて

「しゃぶしゃぶ 食べ放題」そしてお刺身を頂き、各自、お酒も入っ

て宴も盛り上がった頃、出席者全員の自己紹介。各自、活きるでの分

担を入れての自己紹介は初めて出席された方には、名前と顔を覚えて

頂く絶好のチャンスだったのではないでしょうか。日頃、なかなか一

同に会して出会うことがありませんが、年に何度かは企画したいとも

考えております。（染野記） 
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    活動会員活動会員活動会員活動会員・・・・賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員をををを募集募集募集募集していますしていますしていますしています    

一緒に NPO法人活きるの活動に参加してみませんか 

  皆様のご参加をお待ちしています。 

  

活動会員 個人・年会費 ２，０００円 

      団年・年会費 ３，０００円 

  

 賛助会員 個人・年会費 1口 1,000円 １口以上 

      団体・年会費 1口 2,000円 １口以上 

      （活動・賛助会員の総会議決権はありません） 

 振込先 

・銀行口座 中央労働金庫 取手支店 

        普通預金 NO ６３８５４７６ 

郵便振替 ００１９０－７－７７８９４８ 

・  どちらも口座名義は「特定非営利活動法人活きる」 

NPO法人活きる 窓 開けて 

平成２０年２月 1５日発行 

発行所 NPO法人 活きる 

発行者 染野和成 

編集者 宮脇・鈴木・石浜 

連絡   TEL/FAX 0297-73-8361 
      ﾒｰﾙ npo_ikiru@ybb.ne.jp 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~npoikiru/ 

 

編集後記 

今回は、女性が編集に参加していただきま

した。如何ですか。ご意見をお聞かせ下さい。

また、記事にしてほしいことなどがありまし

たらご連絡ください。お待ちしています。 

（鈴木記） 

 

● ありがとう 
 助成金 

   取手市  町づくり支援事業   50,000 円 

   社協   社協助成金      50,000 円 

   独立行政法人福祉医療機構   1,900,000 円 

   共同募金            50,000 円 

   歳末助け合い          50,000 円 

 

  寄付金 

      オリエンタル治療院            120,000 円 

      移送利用者 太田様、堀内様、鈴木様より 

 

  寄  付 

      茨城ヤナセより 賞品として 折り畳み椅子・傘・小物入れ 

●過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益ってってってって？？？？ 

近頃新聞に、今期今期今期今期はははは過去最高益過去最高益過去最高益過去最高益という文字を見かける。海外輸出関連会社もしくはその関連会社

の決算報告であり、国内中小企業はつぶれる所が多いとも書いてある。最高益の会社と株主と僅か

な正社員だけが恩恵を受け、その他は安い給料で雇われたパート・アルバイト。例えば車の会社は

「国内販売が振るわない、特に若者の車離れが著しい」というが、よく考えてみてくれ。若者が 1

日働いても生活できないためネットカフェで寝泊まりしている。そんな状態ではとても無理な話だ。

会社の儲け（当り前だが）だけを考えるだけでなく、社会全体を見てどうすれば売れるかを考えて

みてもいいのではないか。車の大量生産方式を作ったヘンリー・フォードは、自分の会社で作った

車を売るため従業員の賃金を上げたという話。地球環境にやさしいとうたっているが、それは当り

前である。生産効率だけを求めるだけでなく、人にやさしい会社になってほしいと思う。健常者と

障害者が共に安心して働き、安心して生活のできる環境作りにも目を向けてほしいものである。 

                                     （鈴木記）                              


